
キャッチホン（オプション）
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ご利用方法

サイン（割込音）を受けてポン！ フックスイッチの押し方がポイントです。

通話中に、他から電話がかかってくると

（かけてきた方には、普通の呼び出し音が聞こえます。）
あなたの受話器から「ツー…、ププッ、ププッ…」というサイン（割込音）が聞こえます。

電話の着信音を確認せずフックスイッチまたはフックボタンで通話相手を切り替えますと、
キャッチホン機能が動作し最初にお話しした相手の方が受話器をおくまで、最初の通話が
保留され通話料がかかります。

（注）

①前の通話を切るために受話器をおきますと、すぐにあなたの電話の着信音が鳴り
ます。
②受話器をとると、かかってきた方とお話ができます。

または

通話中に他からかかってきた電話に応答したいとき

通話中の通話を終了し、他からかかってきた電話に応答したいとき

（注）一方の方に待っていただいている間は、その通話は、電話をかけた方に通話料がかかります。

①「いま、よそから電話がかかってきたので、そのままお待ちください。」と告げて、
②フックスイッチ（受話器をおくところ）は下までポン、フックボタンは軽くポンと押
してください。
  （フックボタンを「フラッシュ」「 〃 」等と表示している電話機もあります。）
③かかってきた方とお話ができます。
  （お待ちいただいている方には保留音が聞こえています。）
④後からかかってきた方とのお話が終わったら、フックスイッチまたはフックボタンを
もう一度ポンと押してください。
⑤最初の方とお話ができます。

ポンポン

フック

ポンポン

次のようなときは、他から電話がかかっても割込音が入らないことがあります

①発信音が聞こえているとき。
②ダイヤル中のとき。
③相手の方のダイヤルを回し終わって、呼び出し音が鳴っているとき。
④115/116/117/177/184/186以外の1XY特番（110番や119番等）に
　発信しているとき。
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